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28-56 mmX ームレンズ • 防水.防塵.防砂.耐ショック 



使用説明書 


ご使用前に必ずお読みください。 





の么蛛 



フラツシユ- 

モードスイツチ- 

途中巻き戻しスイッチ 

ストラップ取り付け部 


ネームプレート 取り付け部 
セルフタイマーランプ 
ファインダー窓 
測光窓 


パワースイツチ- 
撮影表示パネル 


才一トフオーカス窓 


シヤッターボタン 


レンズ（防塵ガラス) 


撮影表示パネル 個はすべての液晶を点灯状態で示してあります。） 


電池マーク. 

フラッシュ AUTO (自動発光）マーク（令 A 0 T 0) 
フラッシュ ON マーク（令 ON ) 
フラッシュ充電中マーク(令点滅） 
フラッシュ OFF マーク（令 OFF ) 



_フイルムカウンター 

-遠景マーク 

セルフタイマーマーク 
露出補正マーク 



ファインダー接眼窓 
赤ランプ- 


裏ぶた開放ノブ 

フイルム確認窓 
ストラップの取付け方 











ファインダーと萝元ランプ 



このフレーム内の被写体にピント 
が合います。 


縁ランプ 

(点灯) AE ， AF ロック完了 
AE = 自動露出 
六ド = オートフォーカス 
(点滅)近距離警告 
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_赤ランプ 

(点灯） 

フラッシュ発光表示 
フラッシュ充電中 
(点滅） 

低輝度連動範囲外警告 
(フラッシュ OFF モード時) 


0 





この説明書は下記のマークを使用しております。 


〇 x 〇 

良い 悪い 注目 



点灯 


点滅 


操作 



撮影準備 


まず電池を 
入れてくだ 
さい 


カメラに水滴や砂などが付い 
ていたら、乾いた布で拭き落と 
してから、電池室カバーをはず 
してください。内部に水滴や砂 
が入ると故障の原因にな y ま 
す。 



電池室カバー開閉ノブを指でつ 
まみ、 OPEN の矢印方向に回して、 
開閉ノブと OPEN 側の•印を合わ 
せると、電池室カバーがはずせま 
す0 



電池をカメラ底部の表示に合わ 
せて正しく入れます。 

* 電池の接点側を奥にして入れてくださ 
い0 

* 使用電池はリチウム電池 2 CR 5:6 V 、 1コで 
す0 


丕警告爆発して大けがの危険があります。電池を火の中に入 
れたり、ショート、分解、加熱をしないでください。 


也注意発熱発火の危険があります。指定外の電池を使用しな 
いでください。 








電池室カバーをはめ、カバーを 
押さえながら、 CLOSE の矢印方 
向に開閉ノブを回して開閉ノ 
ブと CLOSE 側の#印を合わせる 
とロックされます。 


パワースイッチを押すと、撮影表示 
パネルに 

4^^] (電池マーク） 

令 AUTO (フラッシュ AUTO ) 

3 (フイルム カウンター） 

が現われ電源 ON になります。 

* パワースイッチをもう一度押すと電源 OFF 
になります。電源 OFF のときには電池マー 
クだけ点灯し、他のマークは消灯します。 


電池交換の時期 

電池が消耗して、電池 マークが 

2/3白くなったら新しい電池と交 

換してください。 

* 撮影途中で電池マークが2/3白くなった 
ら、最後まで撮影したあと電池を交換し 
てください。但し、連続の フラッシュ 撮 
影を行なった場合、一時的に電池マーク 
が2/3白くなることがあります。この場 
合、しばらく時間をおき、パワースイッ 
チを再度入れてください。電池マークが 
黒く点灯すれば、電池はまだ正常です。 

* 万一撮影中に電池マークが全部白くなり 
点滅すると、シャッターはきれません。 

* 使用済みの電池はカメラ店または電気店 
にお持ちください。 







撮影準備 
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フイルムを 
入れてくだ 
さい 

カメラに水滴や砂などが付い 
ていたら、乾いた布で拭き落と 
してから裏ぶたを開けてくだ 
さい。内部に水滴や砂が入ると 
故障の原因になります。 

コニカカラーフイルムのご使 
用をおすすめします。 



裏ぶた開放ノブを矢印方向に回 
転し裏ぶたを開けます。 

* リバーサルカラーフイルム（スライド 
用）は、下表の DX 導入感度 （ ISO ) と同一感 
度のフイルムをご使用ください。 



フイルムを入れます。 

* DX コード付きの 35 mm フイルムを使用し 
ます。フイルム装てんと同時に使用フイ 
ルムの感度が自動セツトされます。 DX コ 
ードのないフイルムはすべて IS 025 に設 
定されます。 


使用フイルム感度の DX 導入感度 


pDX 導入感度 (ISO) | 

25 

50 

100 

200： 

400 

「800 

1600 

3200j 

使用フィルム感度 
(ISO) 

25 

32 

40 

50 

64 

80 

100 

125 

160 

200 

250 

320 

400 

500 

640 

800 

1000 

Lim 

1600 

2000 

2500」 

3200 

— 





パトローネ（フイルムの容器）を力 
チッと音がするまで押して入れ、 
フイルムが平らに出るようにしま 
す0 




フイルムを少し引き出し、先端 
をカメラ内部の先端 マーク 
( ▲釋）に合わせて、裏ぶたを閉じ 
ます。 




パワースイッチを押すと、フィル 
ムは1枚目の撮影位置まで自動的 
に送られます。 

* DX 導入感度が ISO 25のフィルム使用の 
場合は、電源 OFF 状態にし、モードスイッ 
チを押したままパワースイツチを押して 
ください。 

フイルムが送られていないときは 



フイルムカウンターが 
G のまま点滅します。 


裏ぶたを開けてフイルムを入れ直してくだ 


さい0 








基本撮影 
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いよいよ 
撮影です 
令 AUTO 

すべての撮影に共通する 
基本的な撮影の手順です。 



パワースイツチを押してくださ 
し、。電源 ON となり、 4 AUT 0、 / (フ 
ィルムカウンター）が点灯します。 
* 電源 OFF 時には電池マークだけが点灯し 
ています。 

* 防塵ガラスおよびオートフォーカス窓の 
汚れにご注意ください。もし汚れたらき 
れいに拭きとってください。 



ファインダー接眼窓をのぞき、ズ 
—ムボタンの T 側を押すと、画面 
が望遠側に移動します。希望の構 
図になったとき、指を離して止め 
てください。 

* レンズは望遠56圆まで移動します。 






V 

[pC(Z 

] 




ズームボタンの W 側を押すと、画 
面が広角側に移動します。希望の 
構図になったき、指を離して止め 
てください。 

* レンズは広角 28 mm まで移動します。 

* 被写体を大きくしすぎた場合、画面を広 
角側に戻すなど、構図の調整が迅速にで 
きます。 



ピントを合わせたい被写体 
に、才一トフオーカスフレ _ 
ムを合わせます。 


V 


N ■へ 

つ1、 

-緑ランプ点灯 


シャッターボタンを半押しする 
と緑ランプが点灯し、自動的に 
ピントが合います。 

* 緑ランプが点滅したときは、被写体が 
近すぎてピントが合わない警告で、シ 
ャッターがきれません。 

* 緑ランプと同時にセルフタイマーラ 
ンプが点灯するので、写される人にも 
撮影のタイミングがわかります 






シャッターボタンをさらに深く 
静かに押し込み、シャッターをき 
つてください。 


* 撮影が終わるとフィルムが1コ 
マ自動的に送られ、フィルムカ 
ウンターの数字が1つ進みます。 

* 続けて撮影しないときは、パワ 
ースイッチを押して電源 OFF に 
してください。 

* 電源 ON のまま放置しても、約15 
分後には自動的に電源 OFF とな 
ります。 


日中撮影の距離 






基本撮影 
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自動フラッ 
シュ撮影 
令 AUTO 

暗いときフラッシュが自動的 
に発光します。 

*大光量フラッシュのため空 
中のほこりなどがフラッシ 
ュ光により反射物として、写 
る場合があります。 



シャッターボタンを半押しして、 
緑ランプと共に赤ランプが点灯 
したら、フラッシュが自動発光し 
ます。 


フラッシュ撮影の距離 


(ネガカラーフイルム使用の場合) 


焦点距離 

フイルム 感度 

撮影距離 

28 mm 

ISO 100 

0.8 m 〜 10m 

ISO 400 

0.8 m 〜 20 m 

56 mm 

ISO 100 

0.8 m 〜 5.2 m 

ISO 400 

0_8 m 〜10.4 m 



シャッターボタンをいっぱいに 
押してフラッシュ撮影してくだ 
さい0 

* フラッシュ撮影後の赤ランプ点灯は、フ 
ラッシュの充電中ですからシャッター 
はきれません。 

* フラッシュは発光すると高温になりま 
す。このため汚れていたり、手袋などが 
触れたままフラッシュ撮影をすると、フ 
ラッシュの表面が変質や変色をします。 
撮影の際にはフラッシュの表面の汚れ 
を清掃し、手袋などが触れないようにし 
てください。 







基本撮影 
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フオーカス 
ロック撮影 

ピントを合わせたい被写体が 
画面中央にないとき、フオーカ 
スロック撮影をしてくださし、。 



ピントを合わせたい被写体に才 
一トフォ_カスフレームを合わ 
せます。 




緑ランプ点灯 


シャッターボタンを半押しする 
と、緑ランプが点灯してピント 
位置が固定されます。 

* 緑ランプと同時にセルフタイマーラ 
ンプが点灯します。 

* 半押しした指をシャッターボタンか 
ら離すと、フォーカスロックは解除さ 
れ、やり直しができます。 

* フォーカスロックと同時に自動露出 
も固定されます。 






半押しのまま希望の構図に決め直 
し、シャッターボタンをいっぱい 
に押して撮影します。 


才_トフォーカスが正しく働きに 
くい被写体 

① 光沢のあるもの 

② 反射しにくい黒いもの 

③ 小さいもの細いもの 

④ 発光体 

⑤ 雨、霧、煙等の実体のないもの 


* ガラス越しの撮影は、オートフォーカス 
が働かない場合がありますから、同じ距 
離のものに向けてフォーカスロックして 
ください。 

また、ガラスに密着させても正しい測距 
ができます。 



基本撮影 
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近距離撮影 

近接した被写体が画面中央か 
らはずれるときは、フォーカス 
ロック撮影をしてください。 



近距離撮影の至近距離 


湾 


現場監督 

ズーム 

0.8 m 〜 


* 近距離補正マークは、 lm 以内の撮影時 
にお使いください。 

シャッターボタン半押しで緑ランプが 

至近距離より被写体に近すぎてピント 
が合わない警告で、シャッターがきれま 
せん。半押しした指をいったん離し、少 
し離れて押し直してください。 





基本撮影 



フイルムの 
取り出し方 

フイルムの規定枚数より多く 
撮影した場合、最終画面が重な 
ることがあります。 

写し終わったフイルムは、お早 
目にカメラ店に持参し「コニカ 
カラー百年プリント」とご指定 
ください。 



フイルムが最後になると自動的に 
巻き戻され、巻き戻し完了で停止し 
ます。フイルムカウンターの G の点 
滅を確認した上でフイルムを取り 
出してください。 

* フイルムカウンターは、巻き戻しに連動し 
て逆算します。 

* 裏ぶたを開けるとフイルム枚数計の G が一 
瞬点灯し、電源 ON になります。 



途中巻き戻しの方法 
途中巻き戻し （ R ) スイッチをスト 
ラップ調節具の突起部で押すと、 
撮影途中のフイルム巻き戻しが 


できます。 

* 巻き戻し後の手順は、自動巻き戻しの場 
合と同じです。 

* 途中巻き戻し （ R ) スイッチをシャープ 
ペンシル等の鋭い先端部で押すと故障 
の原因となります。 




令 AUTO 

i 

令 ON 

1 

VOFF 


フラッシュ AUTO (自動発光） 
モード（一般撮影モード） 

フラッシュ ON モード 

フラツシュ OFF モード 


モ _ ドスイッチを押すと、撮影表示 
パネル上に6つのモードが、順次表 

示され循環します。 

* 通常は VAUT 0 になっています。 

*，0 N 、 y ) FF 、，0 FF _、 ▲各モードは 
固定され、一度設定したモードで撮影を続 
けられます。撮影が終ったら 々 TO に戻し 
ておきましよう。 

* 電源 OFF にして再度電源 ON にすると 令 AUTO 
に戻ります。 


50 FFES ] +2.0 EV 露出補正モード 


の 


L 


セルフタイマーモード 
(，八 UT 0) 


遠景モード（令 AUTO ) 


* セルフタイマー撮影めでは、1コマ撮影 
後、フラッシュ AUTO モードに自動復帰し 
ます。 


応用撮影 

8 

モードス イツ 
チの切替え 

被写体に応じて最適な撮影方 
法を選択できます。 








モードスイッチを押して、撮影表示 
パネルに令 ON を出します。 




フラッ • 

被写体に向けてシャツタ 
れば、明るいところでも3 
ュが発光します。 

* シャッターボタン半押しで、箱 
同時に赤ランプが点灯します。 













応用撮影 
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スロ _ シャッ 
夕ーシンクロ 
な 0 N 

(フラッシュ ON モード） 

夕方や夜間の撮影で、スロー シ 
ャッ ターによるフラッシュ撮 
影が行われ、バックも被写体も 
共に明るく写せます。 



モ _ ドスイッチを押して、撮影表 
示パネルに， 0 N を出します。 

* カメラぶれをしやすいので、三脚をご使 
用ください。 



スローシャッターシンクロ 


暗い場所で被写体に向けてシャ 
ッターを きれば、1/15秒までの 
スロー シャ ッター による フラッ 
シュ撮影ができます。 



， AUT 0 のフラッシュ撮影 





モ _ ドスイッチを押して、撮影表 
示パネルに令 OFF を出します。 


フラッシュなしの撮影 
被写体に向けてシャッターをき 
れば3秒までのフラッシュなし 
の自動露出撮影ができます。 

* シャッターボタン半押しで赤ランプ 
が点滅したときは、カメラぶれの警告 
です。 

* カメラぶれをしやすいので、三脚をご 
使用ください。 


igg 



応用撮影 
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フラッシュ 
なしの撮影 
5 OFF 

(フラッシュ OFF モード） 
フラッシュが発光しないモー 
ドです。フラッシュ撮影が禁止 
されている美術館や都会の夜 
景撮影などにご利用ください。 








モ _ ドスイッチを押して、撮影表 
示パネルに令 OFF E ®) を出しま 
す0 

* 明暗コントラストの強い建物など、風景 
の暗部を明るく写したいときにも、この 
モードを使ってください。 

* 暗い場所では三脚を使用してください。 



+2. 0 EV 露出補正撮影 


被写体に向けてシャッターをき 
れば、標準より約 2. 0絞り分明る 
い自動露出補正撮影ができま 
す0 


露出補正なしの撮影 


応用撮影 
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+ 2. 0 EV 
露出補正撮影 
令 OFFE 0 

(+2. 0 EV 露出補正モード） 

露出を多めにかけたいときに 
使うモードです。 





モードスイッチを押して、撮影表 
示パネルに0を出します。 

* セルフタイマーモードにセットする 
と、 VAUT 0 (フラッシュ自動発光）に 
なります。 

* 三脚をご使用ください。 

* フォーカスロックもできます。 


被写体に向けてシャッターボタ 
ンを押すとセルフタイマーがス 
夕一卜し、約10秒後にシャッタ 
一が きれます。 

*7 秒点灯後、3秒点滅します。 

* カメラの前から操作すると正しいピ 
ントが得られません。 

* 撮影終了で一般撮影モードに戻りま 
す。続けてセルフタイマー撮影する場 
合はセットし直してください。 

* パワースイツチを押すと作業中のキ 
ヤンセルができます。 


応用撮影 
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セルフタイ 
マー撮影 

(セルフタイマーモード） 
人手を借りずに、撮影者自身が 
作業をしている状況を撮影で 
きます。 








モ _ ドスイッチを押して、撮影表 
示パネルに i 4 を出し撮影します。 

* 遠景モードにセットすると、令 AUTO (フラ 
ッシュ自動発光）になります。 

* 夜景や日没前後の夕景など、暗いときの 
遠景撮影では、 フラッシュ なしの撮影 (31 
ページ）をしてください。 


ガラス越しの風景を遠景撮影 


応用撮影 
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遠景撮景ミ 


(遠景モード） 

_ントが遠景に固定されるモ 
ードです。日中の遠景撮影、特 
にガラス越しの遠景撮影に有 
効です。 



才一トデート 

(才一トデート付のみ） 


2019年12月31日までの日付 ■ 
時刻を記憶し、画面に写し 
込むことができます。 



表示切替えスイッチ 



表示モードの切替え 
表示切替えスイツチを押し年月日、 
日時分、写し込みなしを選びます。 



写し込みの位置が明るい場合、白い場合 
は、デート文字がはっきり出ないことが 
ありますからご注意ください。 





日付 _ 時刻の修正 



1) 表示切替えスイッチで日付（時分）を 
表不します 0 

2) 選択スイッチを押して、修正する日付 
(時分）を点滅させます。 

3) セットスイッチを押して、日付(時分） 
を点滅のまま修正します。 

4) 選択スイッチを押すと点滅が点灯と 
なり、 一のマークが 現われて写し込み 
の 状態になります。 


[?< «. !£ | 

* 分を修正した後選択スイッチを押すと、：が点 
減します。もう一度選択スイッチを押して写し 
込みの状態にしてください。 

* 秒まで合わせるには、：の点滅時に時報に合わ 
せてセットスイッチを押し、さらに選択スイッ 
チを押して写し込みの状態にしてください。 


オートデート用鼋池の交換 

オートデート用電池として、リチウム電 
池 ( CR 2025:3 V ) を使用しています。およ 
その交換時期は一般的な撮影では約4年 
ですが、撮影枚数が多い場合は電池寿命 
は短くなります。プリントの写し込み文 
字が見えにく くなったら新しい電池と 
交換してください。 


* 電池交換後は、日付 ■ 時刻を修正してください。 


電池交換 
の方法 



A 警告 


•爆発して大けがの危険があります。電池を火の中に入れたり、シヨート、分解、加熱をしないでください。 
-誤って飲み込むと死亡の危険があります。電池は幼児の手の届かない所に保管してください。 





おもなげ 

形 式：レンズシャッター式ズームレンズ付き 

_ AF 金目 動 35 mm カメラ 

画面サイズ： 24 X 36 mm 

レンズ：コニカズームレンズ 28 mm F 3. 5〜 56 mm 

_ F 6.7 (5 群6枚）レンズ前面 に防 塵ガラス 

パワースイッチ：電源 ON でオートローディング、シャッター 
ロック解除、液晶点灯、約15分操作をしないと 
自動的に電源 OFF 、 電池残置マーク表示。 

電源 OFF でシャッターロック、電池マーク以外 
の液 a 消灯、セルフタイマーキャンセル。 
シャッター：絞り兼用プログラム電子シャッター、電磁レリー 



:ツク時）、赤フンフ（点灯：フラツ 
シュ発光表示 • 充電中表示、点滅：フラッシュ 
OFF 時の低輝度連動外警告） 

手ぶれ限界の低域度時に自動発光するフラッシュ 
マチック機構、連動範囲 ： ISO 100* 


* 下記性能については当社試験条件によります。 

* 製品の仕様、外観については予告なく変更することがあります。 


f = 28 mm 0.8 〜 10 m、f = 56 mm 0 • 8 〜 5• 2 m 
発光間隔 • 5 秒 


モー 

ド切替え 

:フラッシュ自動発光、フラッシュ ON 、 フラッ 
シュ OFF 、+2.0 EVR 出補正、セルフタイマー 
撮影、遠景撮影の各モードを循頊 



(液晶表示パネルに表示） 

セルフタイマー：電子式、作動時間•約10秒、セルフタイマー 
ランプが約7秒点灯した後に約3秒点滅、 

■ 


途中解除可能 



■ 

■ 






1 






: 50%フラッシュ発光のとき約20本 （24 EX ) 

電 


:リチウム電池 （ 2 CR 5 . 6 V ) 1本、オート 
デート用リチウム電池 （ CR 2025 . 3 V ) 1コ 

防 

水 

:種類 • jis 保 m 等級7 (防浸形）、意味 • 定め 



られた条件で水中に没しても内部に水が入らな 
いもの、 i 式験 • 水面下丨 m で30分水中に放罱 

大き 

さ 

:デートなし 146 X 93 X 76.5 mm 、 デート付き 

146 x 93 x 78.5 mm 

質置 

(重さ） 




































